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	スライド 1: 生活支援コーディネーターをご存じですか？ 私たちは身近な支え合いの仕組みづくりや課題解決のために活動しています。 小樽市では小樽市全域を担当する第１層生活支援コーディネーターと（医療法人社団一視同仁会はびりす）と市内を４つに分けた地区で活動する第２層生活支援コーディネーター（小樽市地域包括支援センター）が連携しながら活動しています。 どのような支え合いが必要なのかを一緒に考えてみませんか？
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